
標高1,100mの山頂にある、「夜叉ヶ池伝説」で名高い
池。古来より涸れたことがないと伝えられていますが、
そのメカニズムは未だ解明されていません。「夜叉ヶ
池伝説」とは、雨乞いの願いを叶えた龍が、長者の娘・
夜叉姫を妻として連れ去り、姫自身も龍となってしま
う悲劇。悲しみに暮れる姫の心を唯一癒したのが、こ
の美しい自然だったのではないでしょうか？登山口か
ら約１.5時間と初心者にも嬉しいスケール感に加え、
山頂で待ちかまえる神秘の池との遭遇。登山ファンた
ちの隠れた人気スポットというのもうなずけます。

温
おん

泉
せん

夜
や し ゃ が い け

叉ケ池

いびがわマラソン

徳
と く や ま こ

山湖・徳
とくやま

山ダム

鮎
あゆ

・ヤナ

粕川オートキャンプ場

寄り添うように並んでいることか
ら、こう呼ばれています。四季折々
の美しさだけでなく、毎晩ライト
アップされた『夜の顔』を楽しむこ
ともできます。

水資源が豊富な揖斐川町には、4つの日帰り温泉と、1つの薬草風呂施設
が設けられています。豊かな自然の中、お湯に浸かってホッと一息——。
そんな癒しのひとときはいかが？

と
共
に
生
き
る

　

木
曽
三
川
の
1
つ
・
揖い
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井
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置
す
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を
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を
貫
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長
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揖
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流
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加
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こ
の
母
な
る
清
流
が
流
れ
て
い
る
揖
斐
川
町

は
、
そ
の
名
の
と
お
り
川
の
ま
ち
。
時
に
は
水
害

と
闘
い
な
が
ら
も
川
と
共
に
歩
み
、
多
大
な
恩
恵

を
受
け
て
き
た
足
跡
が
、
ま
ち
の
こ
こ
そ
こ
に

残
っ
て
い
ま
す
。

東海3県で初めて、日本陸上競技連盟公認のフルマラソンコースを使用
したフルマラソンとハーフマラソンがあります。沿道からの温かな声援
に加え、清流揖斐川と紅葉が織りなす景観が美しく、「走っていて楽しい」
と全国からランナーが集います。毎年11月に開催され、近年は1万人の
定員がすぐにいっぱいになってしまうほどの人気ぶりです。

浜名湖の2倍に当たる総貯水容量6億6千万トンを
誇るダム。揖斐川の源流からこのダム湖までは一
切の産業、舟の運航、人の生活が営まれておらず、
生まれたままの、真に澄みきった水がどこまでも
続いています。

産卵のために下流に下る鮎の習性を
利用し、川をせき止め、竹製の『落と
し場』に誘いこんで捕らえるヤナ（簗）。
観光ヤナではこの伝統的な漁法で捕
らえた鮎を、甘露煮、田楽、フライ、
刺身、雑炊など様々に調理。多彩な『鮎
づくし』料理で、多くの人の舌を楽し
ませています。

県内でもトップクラスの水質を誇る粕川（かすかわ）沿いにある
無料のオートキャンプ場。春から秋にかけて、特に夏場は大い
に賑わいます。大人210円、小中学生50円でプレイできる隣接
のパターゴルフ場も人気。

尺玉（1尺以上の大きな花火玉）
には、地域住民の夢・願いが書
かれたメッセージシールが貼ら
れています。

多くの尊い命が失われた、明治28年の大水害。翌年、
こんな悲劇が2度と起きないようにと人々は花火を打
ち上げ、川の恵みに感謝して祈りを捧げたと言われ
ます。それから100年以上が経ち、いつしか「ありが
とう花火」と呼ばれるようになったこの夏祭り。毎年
8月には地域住民の夢や願いを載せた尺玉が、地鳴り
のような爆音とともに夜空に大輪の花を咲かせます。

必見！日本最大の総貯水量ダム

秘かなブーム！？恋人達の聖地

決
し
て
涸か
れ
な
い
神
秘
の
池

いびがわの祭り『ありがとう花火』

1
0
0
年
を
越
え
て
つ
な
が
る
、
川
へ
の
感
謝

恋
こい

のつり橋
ばし

眺め抜群、ゆらゆら揺れる木製の吊り橋。橋ができた後、
両岸の地域の男女が結ばれることが増えたため、いつしか
この名で呼ばれるようになったとか。橋を渡って対岸の「恋
の鐘」を鳴らせば、恋が叶うと言われています。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
オ
ス
ス
メ

心も身体もほっこり・ツルすべ♪

川と共に生きる・いびがわヒストリー

　「美濃を制するものは
天下を制す」と言われ

た美濃国。

かつてその中心は、揖
斐川流域の西濃地方で

した。その

ころの国府（現在の県庁
）は今の垂井町府中。揖

斐川町で

も山の木を使った炭づ
くりが盛んに行われ、

それらの炭

は揖斐川を下って桑名
や名古屋まで運ばれま

した。電気

や石油、ガソリンもな
かった時代、揖斐川町

は今でいう

アラブの国々のように
発展していったのです

。しかし、

この地域は県内で最も
降水量が多い地域。揖

斐川は豊か

な水をもたらすと同時
に、暴れ川として何度

も氾濫しま

した。そのため、徐々
に岐阜市周辺が栄える

ようになり、

県庁も比較的安定した長
良川付近に置かれました

。

　ちなみに、壬申の乱
や関ヶ原の戦いなど天

下分け目の

戦いが起こった地でも
ある揖斐川流域。この

川は東西文

化の境界線と言われ、
実際に揖斐川付近を境

に東と西で

言葉のアクセントが異な
ります。

揖斐川コラム揖斐川町

夫
め お と だ き

婦滝

秋
一
色
の
川
沿
い
を
、
軽
快
に
走
り
抜
く
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暮らしの中に
息づく

奈良や平安、鎌倉の時代を語る遺物や文化が残るまち・いびがわ。
先人から私たちへ、そして未来の子どもたちへ —— 。
脈々と語り継がれ受け継がれていく、素朴で深く、美しい歴史たち。

伊
いぶ き や ま

吹山とさざれ石
いし

『日本書紀』に「ヤマトタケルノミコトは伊吹山の神を倒そうと試み
て、死を招いた」と記される霊峰。ドライブウェイで9合目まで行
く方法が一般的ですが、近年は東山麓登山口にあるパワーストー
ン『さざれ石』に力をもらってから登る人も増加中。この石は国歌
に詠まれ、天与の自然石として日本を象徴する存在でもあります。

背中にシナイ（またはホロ）と呼ばれる竹と和紙で作った飾りを背
負い、胸に大きな太鼓を付けて行う踊り。源氏が平家を滅ぼした際、
平和の訪れを祝って舞ったものだと言われています。現在も町内
15地域以上に伝わっており、地域によって多少の違いはあるもの
の、構成が似ているのも特徴の1つです。

両
りょうかいさんよこくらじ

界山横蔵寺

天台宗の開祖・最澄は、1本の霊木から2つの薬師如来を作り出し、1つを
比叡山延暦寺に、もう1つをここに安置して、801年に横蔵寺を創建。織
田信長の兵火で延暦寺の本尊が焼失したため、横蔵寺のものがそちらに移
されたと言われます。「美濃の正倉院」と呼ばれているのも、こうした歴史
や22体の国指定重要文化財仏像などを蔵していることから。また断食修行
の末に即身成仏した妙心上人の舎利仏（ミイラ）がある寺として、さらには
秋の紅葉の名所としても名を馳せます。

創建は平安初期798年。日本最古の巡礼行である「西国三十三箇所霊場」の最終霊
場として、また願いが叶う「満願霊場」として愛される名刹です。多くの建物から
成るお寺ですが、中でも「子安堂」は安産・子宝・赤ちゃんの身体健康祈願のため
に多くの若いご夫婦が訪れ、よだれかけを奉納しています。参道の桜・紅葉の美
しさも格別。

西
にしみの て ん も ん だ い

美濃天文台＆藤
ふじはしじょう

橋城（西
に し み の

美濃プラネタリウム）
この地域はかつて旧環境庁の調査で「星の観察に適した村・全国
3位」に定められた絶好の星スポット。天文台では、県内最大級・
口径60cmの反射望遠鏡とデジタル方式の太陽望遠鏡で昼夜を問
わず空を観察できます。また城を模した藤橋城は、こう見えて
プラネタリウム。星好きの子供やカップルたちに人気です。

薬
やく

　草
そう

奈良時代以前に創建された三輪神社の例祭。暮らし
が安定してきた影響を受け、江戸中期、1700年代
初旬に現在のような華やかなお祭りになりました。
豪華絢爛な5輌の芸

げいやま

□の上で『子供歌舞伎』が奉納さ
れ、まちなかを3基の大神輿と10基の青年・子供神
輿が渡

と ぎ ょ

御します。子供歌舞伎と神輿渡御が共演する
お祭りは全国的にも珍しく、華やかな江戸の町人文
化を守り伝えてきた証です。

※例年5月4日・5日に開催

「
君
が
代
」発
祥
の
地

伊吹山には、
信長の薬草園が存在した？

風
ふうこうめいび

光明媚な伊
いぶき や ま

吹山

お
城
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

　
　
　
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
す

「たにぐみさん」と親しまれる満願霊場

秋には色づく紅葉も見事
　　　　   由緒正しい「美濃の正倉院」

・荒茶の出荷量 県下No.１！

　揖斐川町の荒茶（一般
的に飲まれるお茶）の出

荷量は岐阜

県下一。2位の出荷量の2
倍を出荷しており、「美濃

いび茶」

として親しまれています
。

・日本古来のお茶「天空の古来茶」

　現在、日本で生産さ
れているお茶の9割以上

は、品質に

優れ、日本の自然環境
に適した「やぶきた」。

静岡、宇

治など比較的暖かい地
域で栽培される、雪に

はあまり

強くない品種です。

　一方、雪の多い揖斐
川町春日

地区で日本人が昔から
飲んで

いたお茶は、今も栽培
され続

けています。また、南
米ペ

ルーのマチュピチュの
ような山の上で栽培さ

れること

から「天空の古来茶」と
呼ばれるようになりま

した。

揖斐川町の

お茶コラム

谷
たにぐみおどり

汲踊・鎌
かまくらおどり

倉踊・太
たいこおどり

鼓踊など

織田信長はポルトガル人宣教師の進言
を受け、伊吹山の裾野に50haの広大な
薬草園を開いたと言われています。ハー
ブや漢方薬と比べてあまり聞き慣れな
い「薬草」ですが、揖斐川町には今もそ
の文化が残っており、日常的に使用さ
れています。

左／藤橋城（西美濃プラネタリウム）
右／天文台

谷
たに ぐ み さ ん け ご ん じ

汲山華厳寺

揖斐まつり

全
国
的
に
も
珍
し
い「
子こ

ど

も

か

ぶ

き

供
歌
舞
伎
」と「
神み

こ
し
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ぎ
ょ

輿
渡
御
」の
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演
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